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第 5回

ヘルパー２級資格取得を目指して

んふぉめーしょんんふぉめーしょんんふぉめーしょんんふぉめーしょんい “いんふぉめーしょん”は、市内の福祉情報を紹介する
コーナーです。福祉関係者のみなさん、紹介したい
行事等がありましたら、社協までご連絡ください。

ひとり２万円

一人親家庭応援
平成２３年度歳末たすけあい募金事業

東日本大震災復興
支援チャリティー

※歳末たすけあい募金額と申請数により、
　減額となる場合があります

★すべての収益金は東日本大震災の義援金として寄付します。

歌がかならず上手くなる歌謡曲レッスン

☎74-0660 一宮町河原田60番
こまどり会歌謡教室 

※申込書は宍粟市社協ホームページでダウンロードできる他、
　各支部の窓口にあります。
※領収証は、保護者またはお子さんの名前が記入されたものを
　提出ください。

※応募要項、応募書は、赤い羽根ホームページ
（www.akaihane.or.jp）からダウンロードできます。

　来春、小学校に入学する子どもの
おられる一人親家庭等に、ランドセルの
購入費の一部を助成します。　赤い羽根の中央共同募金会が、東日本大震災

の被災地で活動するボランティアグループや
ＮＰＯ団体等を支援する助成制度をつくりました。
　すでに終了した活動についても、さかのぼって
応募することができます。
　該当するグループ、団体は、ご応募ください。

新入学児童
ランドセル購入助成事業

新入学児童
ランドセル購入助成事業

助成上限額　

申込期間　
助成対象　

申し込み　　

対象者　 市内にお住まいの、来春小学校に入学する
子どものおられる一人親家庭（母子、父子
家庭）と、ご両親ともおられないご家庭で、
助成を希望される方5人以上のボランティアグループ、

ＮＰＯ法人、社会福祉法人、学校法人等

助成上限額

問い合わせ　

・１か月未満の活動：５０万円以内
・１か月以上の活動：300万円以内

応募は随時受付け、２か月毎に助成が
決定されます。

宍粟市共同募金委員会
（宍粟市社協本部）

平成２３年１１月１日（火）～
　　　 平成２４年２月２９日（水）

助成金振込　 平成２４年３月２６日（月）

宍粟市社協本部、各支部

申込期間　 ①助成申込書　
②世帯全員が記載された住民票
③ランドセルの領収証応募期間

災害ボランティア
活動を支援する
災害ボランティア
活動を支援する

助成制度助成制度

〈一宮町閏賀〉
髙路　義三郎さん（１０５歳）

○市内最高齢者は…

〈山崎町川戸〉
古河　みつゑさん（１０２歳）

○市内女性最高齢者は…

〈山崎町生谷〉

粟田　貞夫さん（１００歳）
眞佐子さん（９２歳）

○市内最高齢ご夫婦は…

みなさんいつまでもお元気でお過ごしください

　「多年にわたり社会につくしてきた
老人を敬愛し、長寿を祝う」ことを
目的とする敬老の日にちなみ、宍粟市内の
最高齢者・最高齢夫婦をご紹介します。

今年の「敬老の日」は９月１９日。
日 時 １０月２日（日） 午前１１時～午後３時
会 場

ゲスト

生谷温泉・伊沢の里　※入場無料
三谷京子（シャンソン歌手）、
石田浩正（ケーナ奏者）、
かかし座（おっちゃんおばちゃんユニット）ほか

★こまどり会・発表会は、東日本大震災被災者への挽歌
（鎮魂歌）です。追悼と復興への祈りを込めて歌います。

　手作り陶器などが市価の１０分の１以下の価格。
その他、食器・衣類・日用品など１０円、５０円、１００円など、

とにかく安い！！　

主 催

“こまどり会”歌謡ショー“こまどり会”歌謡ショー

介護員養成研修が
スタート！

介護員養成研修が
スタート！

　在宅介護について学び、ホームヘルパーの
資格を取得できる宍粟市社協介護員養成研修の
開講式を9月4日（日）一宮保健福祉センターで
行いました。
　今回の研修には１２名の申込みがありました。
　開講式で鶴崎和宏社協会長は、「人間の尊厳を
大切にし、利用者の不安を和らげることのできるヘ
ルパーとなってほしい」と受講生を激励しました。
　同講座は全日程２１日間。修了されると、ホーム
ヘルパー２級資格が取得できます。受講されるみ
なさん、大変ですが最後までがんばってください。

活動支援マニュアル
改訂版が完成！

活動支援マニュアル
改訂版が完成！

　災害発生後の社協の初動体制や災害ボランティア
センターの組織・役割分担、運営方法等をまとめた
「災害救援ボランティア活動支援マニュアル」。
　一昨年の台風９号による豪雨災害で災害ボラン
ティアセンターを運営した体験をもとに改訂しました。
　完成したマニュアルは役職員全員が常時携行し、
万一災害ボランティアセンターを立ち上げた場合に
すぐ活動できるようにするとともに、本年度中にこ
の内容に基づいた災害ボランティアセンターの設置
訓練を行う予定です。

　社協が行う介護保険サービスや福祉サービスについて、
ご要望や苦情はありませんか。

〇契約の時に説明されたサービスと
　実際受けているサービスに違いがある。

〇ヘルパーの訪問時間を守ってほしい。

〇対応した職員の態度や
　言葉づかいに心がいたんだ。

〇視覚障がい者の外出を
　支援いただくボランティアがほしい。

　社協では、要望や苦情について適切に対応するため、
右のような相談窓口を設けています。

苦情相談窓口のご案内
社協の福祉サービスへの要望や苦情に対応します！

例えば

社協の窓口に相談する
　事務局長、支部長が苦情受付
ならびに苦情解決にあたります。

１

下村　昭一郎（山崎町北魚町）
柴原　勝志　（一宮町東市場）

かずひろ

社協の第三者委員に相談する
　中立・公正な立場で苦情解決に
あたっていただく第三者委員を
次の４名の方にお願いしています。
（敬称略）

2

社協以外の窓口に相談する
　社協に相談できない、したくない
という方や、話し合ったが解決に
至らない場合には

3

神戸市中央区坂口通 2-1-1　
兵庫県福祉センター内

☎０７８－２４２－６８６８
にご相談ください。

兵庫県福祉サービス運営適正化委員会

相談無料、秘密厳守

中村　一日郎（波賀町有賀）
小河　勝夫　（千種町岩野辺）

災害ボランティア活動のための

完成したマニュアルを持つ本会山崎支部職員開講式であいさつする鶴崎会長


